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事業団への御意見・御希望又は「みえか」の御感想をお寄せください。e-mai l  :  mec@mec.or . jp

河芸社屋
〒510-0304   三重県津市河芸町上野 3258 番地
tel 059-245-7505（代表）　fax 059-245-7515
フリーアクセス  0120-0592-03
ホームページ  http://www.mec.or.jp/

廃棄物処理センター（廃棄物管理部）
新小山最終処分場

〒512-1102   四日市市小山町字西北野 3234-1
管理課　tel 059-328-2567　fax 059-328-2967
施設課　tel 059-328-2727　fax 059-328-8652

廃棄物管理部では、2021年11月26日（金）にBCP検証訓練を実施しました。

今回の訓練では、大雨による大規模な被害を想定し、災害対策本部の設置、携帯無線機

等の防災資器材の活用、優先復旧業務の決定、業務再開目標期間の設定などを検討しました。

訓練では、大雨により処分場場内での発生が想定される各問題を事前に設定せずに、

災害発生現場の報告に基づいた対応を図りました。

これからも訓練を継続し、防災意識の向上、防災資器材の使用方法の再確認及び、より

有効なBCPの確立を目指します。

災害対策本部の設置

無線による情報収集を行う職員

BCP検証訓練を実施しました！
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廃棄物管理部　管理課 tel  059-328-2567　 fax  059-328-2967お問い合せ先

環境コンサルティング部　環境調査課 tel  059-245-7509　 fax  059-245-7519お問い合せ先

三重県民の安全で安心な暮らしを確保するため、無秩序な土砂等の埋立て等による災害

の発生を未然に防止し、生活環境の保全に資することを目的とした「三重県土砂等の埋立

て等の規制に関する条例」が令和2年4月1日から施行されました。

条例の施行により、有害物質で汚染された土砂等による埋立て等の禁止や一定規模以上

の埋立て等を行う場合の許可制度など、県内の土砂等の埋立て等について以下の規制が行

われます。

・土砂基準に適合しない土砂等での埋立て等が禁止。

・3,000㎡以上かつ高さが1ｍを超える土砂等の埋立て等を行う場合、許可が必要。

・許可を受けるには、周辺地域の住民に許可申請の内容の周知が必要。

・許可を受けた区域に土砂等を搬入する場合には、搬入する土砂等の発生場所及び汚

染のおそれがないことの確認や排水の水質調査等が必要。

・土地の所有者は、埋立て等の施工状況を定期的に確認が必要。

・条例の規定に違反した場合には、罰則（最大2年以下の懲役又は100万円以下の罰金）

が適用される場合がある。

土砂の分析等には相応の期間を要しますので、早めのご対応をおすすめします。

当事業団は、環境省より土壌汚染対策法に基づく指定調査機関の指定を受けており、

土壌に関する各種調査業務も請け負っております。お困りの際には、是非下記までご一報

ください。

三重県土砂等の埋立て等の規制に関する条例をご存じですか？
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三重県地球温暖化防止活動推進センターでは、「オール三重でCOOL CHOICE　未来のために今、

私たちができること」を2021年11月～12月に津・伊勢・東紀州エリアのケーブルテレビで放送しました。

番組は、2021年12月に放送終了しましたが、多くの方にご視聴いただきました。

この番組は、世界の気象情勢・地球温暖化の仕組み、温暖化防止に向けた取り組み、ミッション

ゼロ2050みえ推進チーム、若者の取り組み、未来のために今私たちができることを主な内容として、

子どもから大人まで分かり易い内容でまとめました。

若者の行動を主として、地球温暖化を防止するための様々な取組を紹介

しています。

ケーブルテレビでの放送は終了しましたが、三重県地球温暖化防止活動

推進センターのＨＰにアップしていますので、是非ご覧ください。

また、貸出用のＤＶＤもありますので、環境教育などにお役立てください。

日頃の小さな選択が未来を大きく変えていきます。この機会にライフス

タイルを見直し、私たちの挑戦で未来を変えましょう。

「地球温暖化防止啓発ビデオ」を制作しました

環境コンサルティング部・セミナー担当
tel  059-245-7509　 fax  059-245-7519

ホームページ　http://www.mec.or.jp

お問い合せ先

溶接ヒュームとは、アークの熱によって溶

けた金属が蒸気となり、空気中で固体（金属

酸化物）の細かい粒子となったもので、煙の

ように見えるものです。今回、溶接ヒューム

について、労働者に神経障害等の健康障害を

及ぼすおそれがあることが明らかになったこ

とから、特定化学物質（第２類物質）に加え

られるとともに、必要な措置について改正さ

れました。

現に屋内で金属アーク溶接作業を行ってい

る作業場では、令和4年3月末までに溶接ヒュー

ムの濃度測定を行い、換気装置の風量の増加

その他必要な措置を講じなければなりません。

当事業団は作業環境測定機関として登録し

ており、経験豊富な作業環境測定士による測定

が可能です。お気軽にお問い合わせください。

科学分析部 tel  059-245-7508　 fax  059-245-7516お問い合せ先

「溶接ヒューム」が特定化学物質障害予防規則の
　　　　　　　　　　　　　　　規制対象になりました

セ ミ ナ ー 情 報

★ ISO14001（2015）内部監査員養成セミナー
★ ISO9001（2015）内部監査員養成セミナー

組織の環境負荷の低減などにつながる環境マネジメントシステムや、品質管理の強化

につながる品質マネジメントシステムについて、基となる規格の解説や内部監査の手法

などについて学んでいただきます。

① ISO14001（会場参加型）

　2022年2月17 ～ 18日　（9時～ 17時）

② ISO9001（会場参加型）

　2022年1月17 ～ 18日　（9時～ 17時）

③ ISO14001（ZOOMによる遠隔型）

　2022年1月20 ～ 21日　（9時～ 17時）

④ ISO9001（ZOOMによる遠隔型）

　2022年3月14 ～ 15日　（9時～ 17時）

 　すべて参加費：40,000 円 /１人（JIS 規格書付・消費税別）

      　【会場参加型は昼食付】

※参加申込者が催行人数に達しないときは、中止する場合がございます。ご了承ください。
※上記の他、企業様に合わせた出張セミナーも承っておりますので、お気軽にお問い合わせください。

JFS-A/B監査会社登録のお知らせ

2018年6月にHACCPの順守を制度化する改正食品衛生法が成立したことにより、全ての

食品事業者に、HACCPに沿った衛生管理の実施が求められています。2019年10月に当事

業団は、HACCPに対応したJFS-A/B規格の監査会社として登録されました。

またJFS規格・HACCPのコンサルティングも随時実施しておりますので、お気軽にお問

い合わせください。

環境コンサルティング部・コンサルティング課
tel  059-245-7514　 fax  059-245-7524

お問い合せ先

三重県地球温暖化防止活動推進センター
tel  059-245-7517　 fax  059-245-7518　 
ホームページ  http://www.mec.or.jp/ondan/　E-mail  mccca@mec.or.jp

お問い合せ先

令和3年4月1日から

「オール三重でCOOL CHOICE
　未来のために今、私たちが
　できること」

　　　　YouTube

LED照明利用意向
実態アンケート

三重県地球温暖化防止活動
推進センター

　　ホームページ

必要な措置の流れ

①溶接ヒュームの濃度の測定

②換気装置の風量の増加  その他必要な措置

③再度、溶接ヒュームの濃度の測定

④測定結果に応じ、有効な呼吸用保護具を選択し、労働者に
使用させる

⑤（面体を有する呼吸用保護具を使用させる場合）
　１年以内ごとに１回、フィットテスト（※）の実施

測定の結果がマンガンとして
0.05mg ／㎥以上等の場合

※当該呼吸用保護具が適切に装着されていることの確認をいいます。
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